
背景1      新型コロナウイルスによる新しい生活様式への対応

・感染リスクを回避して教育を受ける

→オンライン授業･デジタル学習の利用が有効
→ＩＣＴ環境が早急に整備された
→リスクを冒してまで学校に行く必要はない？

・休校による教育格差

これは全国の高校生を対象に行われた
アンケートの結果である。
休校による教育格差や、
オンライン授業への期待が
表れていると言えるだろう。※2

 探究結果

　　　　　　＜アンケート調査の結果と考察＞

　①ＩＣＴを使った学習は学力低下につながるか。
　　
　　ほとんどの人は、ＩＣＴを使った学習が学力低下の原因には

　　ならないと考えている。

　　これは、ＩＣＴ媒体を利用した学習を積極的に取り入れていく

　　べき理由の一つになる。

　

　②インターネット環境は全員に平等に与えられているか。

　　平等でないと考える人が多数。

　　どうすれば平等になるか：国や学校が整備すれば良い。

　　実際に、文部科学省のＧＩＧＡスクール構想では、

　　１人１台端末を整備し、資質・能力が確実に育成できる

　　教育環境の実現を目指している。 ※5

　　　　　＜ＩＣＴ移行への私たちの考え＞

　・現在の日本の教育

　　　→ビジョンがない、教員への勤務実態への無配慮　　※6

　

　①今後のＩＣＴ教育に向けたビジョンを提示するために

　　専門的な機関を設置。

　②業務の完全ＩＣＴ化に伴い、教員への説明、実習を

　　十分な時間をかけて行う。

　　　　　　

　　

ビジョン
ＩＣＴ教育に移行すると何が起こる？

・情報共有の促進
・最新サービスの活用
・無駄、不必要な作業の見直し
・環境への配慮
(資源の無駄遣いを抑える)

背景2
ＩＣＴ化が進んでいる現代

○社会の変化
→知識だけではなく、ＩＣＴを用いて何ができるかが求めら
れる社会になっている。
(これは、社会のニーズにも関わっている)

○グローバル化への対応
→他国との連携が必要となった今、膨大なデータを素早く
処理するという点で、ICTは重要な役割を果たしている。

○場所にとらわれない授業
→様々な理由で教育を受けられない人が世界には多くい
るが、ＩＣＴ化はそのような人々に公平に学習の機会を与え
ることができる。

※4

ＩＣＴと学校教育の未来

所属　理系E-3

目的・タイトル設定の理由　
　S D G sでは、公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進するということが明記されている。 ※1
　そのような教育を受けるにはＩＣＴ媒体を使うことが最善なのではないかと考えた。生涯学習の機会促進は、義務教育が終わって
学校に行かなくなったとしても、ＩＣＴ媒体一つで学習の機会を得られる。
　そして、新型コロナウイルスと共に生きていく新しい生活様式を考えると、遠隔学習というものが今後の時代で必ず必要になってくるし、
それがあたりまえになる時代がすぐにやってくるかもしれない。

　そこで、そこに潜む問題を私たちなりに考え、伝えていくためにこのようなテーマを設定した。　　　
(ＩＣＴとは情報を伝達する方法や、情報伝達を活用する方法を指す)
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まとめと結論
　

ウイルスの感染防止や効率の面から言えば、
ＩＣＴ教育の普及が私たちに大きな恩恵を
もたらすのは明白である。

設備の不十分や雇用の面などの課題はあるも
のの、ＩＣＴ環境の早急な導入が望まれる。

また、それを実現に導くのは
私たち学生なのではないだろうか。

・産業、教育分野の変化

・5年後に技術者が不足すると予想される
   分野は、ハード･ソフト･プログラム系、
   データベース系分野では企業のニーズが
   著しく高くなっている。

・数学の論文数の伸びは世界に比べ鈍化、
    物理･コンピュータサイエンスでの
    論文数の減少が顕著。
                              ↓
    理系人材が不足しており、ICTを使える 
    専門的な技術を習得した人が必要と    
    されるようになった。　※3
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